
（別紙３）

～ 2025年　1月11日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

～ 2025年　1月11日

（対象者数） 5名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者とスタッフとのコミュニケーションも引き続き大切にし安心でき

る場所作りを心掛けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・川

添理論・SSTの研修はもちろん、得た知識を所内研修に生かしてすたのス

キルアップに繋げていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　・二つ

の柱に留まらず、より良い療育のためどのようなアプローチが大切か、研

修からの知識や日々児童と向き合うことで判断していきたいです。

2

・一人ひとりの児童の発達に合わせたプログラム作りにも力

を入れていきたい。

・近場の環境にこだわらず体験・経験の場を増やしていきた

い。

3

・一人で悩みを抱えず、チームみんなで乗り越えていけるよ

う、風通しの良い雰囲気を作っていきたいです。

・スタッフ同士褒め合うことも意識して支援していきたい。

・無理せず楽しめる！そんな場所であるように。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・児童の成長を見てもらうためにも、少人数での参観など工

夫して定期的に開けるよう進めていきます。

・活動の記録としてサービス記録、ブログで分かりやすく伝

えていきます。

2

・協力してもらえるこども園を増やしていきたいと考えま

す。そのためにはスペースあいの児童発達支援を地域の方に

知ってもらえるよう働きかけていきたいです。

3

地域・保護者交流

・コロナ渦だったこともあり、集会や交流ができない期間が

続いていました。感染症の心配も考え、最小限の交流を企画

していました。

・地域イベントはお知らせを配布するのみになっています。

送迎・活動時間

・働いている保護者が多いが、児童の生活リズムを一番に考

えると登所・降所時間を寄り添うことへ限界があります。な

るべく力になれるよう話し合いを大切にしお互い納得のいく

形を考えます。

恵まれた環境

・元保育園の施設なので遊具の充実や設備を最大限生かした遊びが提供でき

ます。園庭の遊具を使ったサーキットは心も体も強くなるのでその子の力を

引き出す支援を心掛けています。

・トイレも和式があることでどこへ行っても対応できる力を身に付ける手伝

いができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・施

設の周辺も散歩コースがたくさんあったり近くのスーパーでの買い物体験も

明るく、笑顔の素敵なスタッフ

・笑顔のシャワーを提供します。スタッフが楽しむこと！！を大切にしてい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・保

護者の悩みに寄り添います。話しやすい雰囲気作りや信頼関係の構築にも力

を入れています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・子ども

の小さな成長も見逃さず保護者・スタッフ同士で共有しあい喜びを分かち合

うことを大切にしています。　　　　　　　　　　　　　　　・児童をたく

さん褒める！！ことも大切にしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

療育の柱「川添理論」「SST」

・登所したら親に体ほぐし・雑巾掛け・手押し車・楽しんでのハグ

をしてもらい安心して活動できる状態から一日がスタートします。

・「より笑顔を向けて」「よりていねいに」「より時間をかけ」

「より工夫して」「より愛をこめて」この五つを心掛けて支援して

います。

・SSTを意識した関わりをしています。

○事業所名 スペースあい　　　児童発達支援　みぃ

○保護者評価実施期間
2024年12月18日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年12月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


